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富
山
県
鑿
井
協
会
平
成
二
十
五
年
秋
の

懇
親
会
が
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六

日(

木)

富
山
第
一
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

当
日
は
、
記
念
誌
『
と
や
ま
水
物
語
』
の

創
刊
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
を
お
招
き

し
、
会
員
・
賛
助
会
員
二
十
四
名
の
参
加
が

あ
り
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 

 

富
山
県
鑿
井
協
会
第
二
十
四
回
定
期
総
会
を
令
和
元
年
五
月
十
四
日(

火)

午
後
三
時
よ
り
富
山
第
一
ホ
テ
ル
橘
の
間
で
開
催

し
た
。
八
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
議
決
承
認
さ
れ
た
。 

令和元年度役員 

正会員 

会 長 土合 拓也  ㈱ 日 東 

専務理事 土肥 勝則  ㈱土肥鉄工 

理 事 内山 祐治  内山鑿泉工業㈱ 

理 事 丸田 勝文  ㈲丸さく 

賛助会員 

会 長 中西 修  富山テレビ放送㈱ 

副会長 岬 勝広  ㈱ミサキ 

顧 問 

 宮本  光明  富山県議会議員 

 アレマー玉井  富山観光プレゼンター 

 

 

総
会
終
了
後
、
午
後
四
時
よ
り
、
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社 

営
業
教
育
部 

課
長 

松
岡
浩
司
氏
に
よ
る
講
演
会
『
事
業
承

継
』
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

一
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル 

プ
ラ
ン
ナ
ー
技
能
士
の
視
点 

か
ら
、
企
業
経
営
に
お
け
る 

事
業
承
継
や
保
険
活
用
に
つ 

い
て
お
話
い
た
だ
い
た
。 

参
加
者
三
十
三
名
は
メ
モ
を 

と
り
な
が
ら
大
変
熱
心
に
聞 

い
て
い
ま
し
た
。 

講
演
後
は
質
疑
応
答
の
時
間 

も
あ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り 

ま
し
た
。 

 
 

新規賛助会員 

山本工業  新潟県新潟市 

 

講 

演 

会 

 

翌
日
の
九
月
四
日(

水)

太
閤
山
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
第
十
七
回
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｇ
杯

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
。 

18
名
（
６
組
）
が
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

優 

勝 

土
合
拓
也
（
㈱
日
東
） 

準
優
勝 

水
道
正
明
（
㈱
山
田
商
会
） 

３ 

位 

池
端
元
彦
（
㈱
ビ
ー
イ
ン
グ
） 

懇 

親 

会 

 

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
、
富
山
第
一
ホ
テ
ル 

ル
ミ
エ

ー
ル
に
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

富
山
県
議
会
議
員
宮
本
光
明
氏
、
富
山
県
総
合
政
策
局 

危
機
管
理
監 

竹
野
博
和
氏
、
富
山
県
土
木
部
部
長 

水

口 

功
氏
に
ご
祝
辞
を 

頂
戴
し
、
内
閣
官
房 

副
長
官 

参
議
院
議
員 

野
上
浩
太
郎
氏
秘
書 

斎
藤
宗
孝
氏
の
乾
杯 

の
音
頭
を
い
た
だ
き
、 

歓
談
に
入
っ
た
。 

顧
問
ア
レ
マ
ー
玉 

井
氏
に
マ
ジ
ッ
ク
を 

披
露
し
て
い
だ
き
、 

参
加
者
四
十
四
名
が 

親
睦
を
深
め
合
っ
た
。 

 

令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
） 

〈
総
務
部
会
〉 

① 

か
わ
ら
版
の
発
行 

② 

危
険
予
知
強
化
講
習
会
の
実
施
（
安
全
作
業
・
点
検
及
び
産
廃
処
理
） 

③ 

『
井
戸
の
日
』
啓
発
活
動 

〈
技
術
部
会
〉 

① 

災
害
時
用
井
戸
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
取
り
組
み 

② 

富
山
県
内
の
井
戸
設
置
状
況
の
統
計 

③ 

井
戸
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
・ 

④ 

鑿
井
人
の
発
掘
と
育
成
、
管
理
技
術
者
の
ス
キ
ル
向
上 

⑤ 

次
世
代
型
地
下
水
利
用
へ
の
取
り
組
み
（
地
下
水
熱
利
用
、
防
災
利
用
） 

 

役
員
改
選
で
は
、
土
合
会
長
が
再
任
し
、
賛
助
会

会
長
に
富
山
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

社
長 

中
西 

修 

氏
、
副
会
長
に
株
式
会
社
ミ
サ
キ 

代
表
取
締
役 

岬 

勝
広 

氏
が
就
任
し
た
。
な
お
、

六
社
の
入
退
会
が
承
認
さ
れ
、
正
会
員
十
社
、
賛
助

会
員
三
十
四
社
と
な
っ
た
。 

 

 

今
年
度
の
事
業

計
画
は
、
災
害
用
井

戸
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
・
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
取
り
組
み
、
富

山
県
内
の
井
戸
設

置
状
況
の
統
計
、
井

戸
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
訂
な
ど
計

八
件
が
議
決
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
自

由
民
主
党
富
山
県

鑿
井
協
会
支
部
の

収
支
決
算
報
告
が

合
わ
せ
て
行
わ
れ
、

議
決
承
認
さ
れ
た
。 

 

 

富
山
県
鑿
井
協
会
秋
の
宴
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
を
令
和
元
年
九
月
三
日
（
火
）
八
尾
町 

吉
田
屋
に
て
開
催
し
た
。 

県
議
会
議
員 

山
本
徹
氏
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
会
員
、
賛
助
会
員
計
三
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
、
互
い
の
親
睦
を
深
め
た
。 

 
懇
親
会
で
は
八
尾
町
福
島
の
お
わ
ら
保
存
会
の
皆
様
に
越
中
お
わ
ら
節

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
レ
マ
ー
玉
井
氏
に
よ
る
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
や
賛
助
会
員
に
よ
る
企
業
ア
ピ
ー
ル
な
ど
、
楽
し
く
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。 

終
了
後
は
お
わ
ら
風
の
盆
開
催
中
の
町
に
出
て
、
唄
と
踊
り
を
さ
ら
に

堪
能
し
、
参
加
者
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 

 

 

 

は
じ
め
に
、
当
協
会
顧
問
の
富
山
県
議

会
議
員
宮
本
光
明
氏
に
よ
る
県
政
報
告

会
が
開
催
さ
れ
た
。 

近
年
全
国
各
地
で
災
害
が
増
え
て
い

る
事
か
ら
、
当
協
会
が
普
及
促
進
し
て
い

る
災
害
時
用
井
戸
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

普
及
に
向
け
た
地
域
で
の
課
題
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム

（
５
Ｇ
）
が
来
年
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
遠
隔
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
増
え
、
仕
事
や
医
療
で
地
方
に
い

な
が
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
の
ご
説
明

と
、
普
及
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

懇 

親 

会 

県
政
報
告
会 

Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｇ
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 日頃は協会員の方々には大変お世話に 

なりお礼を申し上げます。 

弊社は 1949 年創業以来、土木建築業 

のアール・タチバナ㈱・廃棄物処理業の 

橘開発㈱及びＩＯＴカーボン㈱のタチバ 

ナグループとして時代とともに堅実の歩 

み続けてまいりました。 

 当初の土石販売業から、いちはやく重 

機を導入し、土木建築事業、解体工事事 

業、運輸事業へ進出、さらに廃棄物中間 

処理・最終処理事業、リサイクル事業へと事業領域を拡げてきました。 

 そして資源循環の「環」を創り出すということで、建築廃材の再生・再資源化

へと事業を発展させるとともに、新技術の研究体制を整えてまいりました。 

 輪廻転生とも言うべき大きな鎖のようなものを考えるとき、環境問題も資源問

題も一つの「環」の中で捉えることができることを、私どもはリサイクル事業を

通じて実感しております。 

  

 

 

 

橘開発株式会社 

代表取締役 橘 正則 

富山市二口町一丁目 9 番地の 2 

 

そして人間と地球の共

生をテーマに、社会全体に

貢献できる企業グループ

を目指し。さらに努力して

いきたいとおもいます。  

 どうかタチバナグルー

プへの皆様のご指導、ご鞭

撻を受け賜わりますこと

を、お願い申し上げます。 

 

 

 

営業部 課長 平山 耕平 

～日本一を目指して～ 

春に続き、私事のボディビルの話で申し訳ございません。 

 日本一を目指しそれを決めるオールジャパン（全日本）大会への出場と優勝を目指

しました。オールジャパン（全日本）大会に出場するには、地方大会で 3 位以上に成

績を残す必要があります。先ず私は地元である神奈川県と地方大会の石川県大会にも

エントリーしました。 

  

【石川県ボディビル、オープンフィットネス大会】 

開催日： 7月 14日 開催場所：石川県文化会館 

地方大会と思ってエントリーしたところ、有名 YouTuberや、最近世界中から注目さ

れたしらぴょんさん（昨年のオールジャパン 12位）が出場したことにより超大人気大

会になり、出場者は昨年の 3倍前売りﾁｹｯﾄは販売当日に完売となりました。人気大会

となった石川県大会は幸運なことに優勝が出来ました。2位には先に書いた世界中か

ら注目のしらぴょんさん 1点差と僅差の優勝です。これによりオールジャパン大会へ

の出場権を獲得しました。 

 

【神奈川県ボディビルフィットネス大会】 

 開催日：8月 3日 開催場所：サンピア川崎 

 上記でオールジャパンの出場権を得たので出なくても良かったのですが、折角の地

元大会なので出場することにしました。上記の石川大会は 1日だけですが、神奈川大

会は出場者も多く 2日に渡っての大きな大会です。こちらはブッチギリで優勝するこ

とができました。2位の方は昨年の優勝者で昨年のオールジャパン 10位の方です。 

  

【オールジャパンメンズフィジーク】 

開催日：9月 1日 開催場所：メルパルク大阪 

 

 

 石川大会、神奈川大会で優勝し、しかも

昨年の 12 位と 10 位に勝っています。入賞

はもちろん、優勝も狙えると思っての出場

でした。結果は予選敗退しました。29人出

場から 12 人への絞り込みに残ることがで

きませんでした。トップ 12に残った選手は

全てプロのフィットネストレーナーで、月

間に数十万円を払って別のトレーナーを雇

っているそうで、レベルが違いました。あ

まりの悔しさに目からプロテインがあふれ

出ました。因みに昨年の 3 位も予選落ちし

ていました。簡単に日本一になれないから

こそ挑戦しがいがあります。今年の挑戦は

終わりますが、来年にリベンジします。 

 

  

 

 

 

 

 

 


